
トドマツの大害虫コスジオビハマキ

上条一昭　　鈴木垂孝

ハ　マ　キ　ガ

添字別二図-1をごらんいただきたい｡山を歩いているとき､ちょっと注こなすれば､こんな葉

にはすぐにお目にかかれるはずである｡葉を開くと､中から多分アオムシが出てくるだろう(写

真-1)　これがハマキガの幼虫である｡ Uから出す糸でくるくると兼をまいたり､つづった

りするo針葉樹では葉をまくわけにはゆかか､から,写爵-2のような形にしたり､葉の問を

写n-i　トビハマキの幼虫(園芸試験場本間
IS.I'-ttI鎖'蝣'.; ～

このハマキガはリンゴ､ナシ､モモなどの果樹

のほか､ハンノキ､シラカンパ､ポプラなどの林

図-1ハマキガの幼虫によって巻かれた秦　　小二も多いo

ぬってトンネルを作ったりするO幼虫の大きさはせいぜい2cm前後､体の色はみどり色のが多

いo

ハマキガ類は300矧王どHノ軽から矢IlられているO樹木の菜を食べる種類が多いため､林箕害

虫や果樹害虫として有名である｡栄樹の例としてリンゴ園をみると､ここでは防除僻にしたが

って年々美大を豊丘の農薬がまかれているOこのため大部分の昆虫は姿を消してしまい､素見虫剤

につよい種類だけが生き残って,害虫相は非常に単純なものにそっているD　これらの'#虫はハ

マキガ､カイガラムシ､ハダニ､シンクイガをどで､ハマキ机ま写ft-1のトビハマキなど放

種類が大きな案を与えている｡



写鉱一2　　ハマキガによって柴をつづられたト

ドマツ

針葉樹の場合は,このほか薬をトンネル状につ

づったり､折柄と折柄をつづったりして,その中

にすんでいるO

図-2　トドマツの葉を食べる幼虫の型

1ン､マキガ　2:シャクガ　3 :ハバナ

トドマツには体毛の長いいわゆるケムシ型の幼

虫は少なく､.ハマキガ頬とシャクガ類が多い.
腹脚の数に注意｡

林菜r#虫としてのハマキ机ま､今のところ北海道の広葉樹には問題となるような種類は如､

が､針垂樹にはときに大発生するo Rが口31年には支第湖付近の天然林600ヘクタールに､ビロ

ウドハマキという非常に美しいハマキガ(写真-3)が大発生し､エゾマツに大害を与えたo

その年すぐにヘリコプターでBHC粉剤を散布したこともあって､翌年にはおさまったが､発

写典13　ビロウドハマキ

エゾマツに大発生したことはあるが､本来は稀

を誕tiittfiEF

,甲　紳
写恭一4　ハマキガの成虫

1.　マツ7トキハマキ　2.　タテスジハマキ

3.トドマツ7ミメハマキ　4.トウヒオオハマキ



生2年前の15号台風によって環境が変えられたことが発生の原因といわれている｡カラマツに

は最近カラマツイトヒキハマキが各地によく発生して木を丸坊主にしているほかテングハマキ

による書も目立っている｡しかし､昭和40年からトドマツ造林地に大発生しているハマキガは､

その発生の規模といい､被害の大きさといい､前例のか)もので､トドマツ造林の大きな障害

となりつつあるO

モミ頬の害虫としてのハマキガ

トドマツの枝をとって､葉を食べている害虫をたんねんに集めてゆくと､長い毛のし､っぱい

生えたケムシは非常に少なく､大部分はハマキガ､それについでジャクトリムシの多いことに

気がつく(図-2)トドマツにつくハマキガの種類は意外と多く､これまでに20種いること

l
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図-3　林令によるハマキガ相の移り変り

幼令林型ハマキガ　　　　壮令林型ハマキガ

タテスジハマキ　　　　　　　コスジオピハマキ

クロタテスジハマキ　　　　トドマツアミメハマキ

マツアトキハマキ　　　　　モミ7トキハマキ

トウヒオオハマキ

がわーかっている｡この中には､どこのトドマツ林にもたくさんいる種から､ごく稀な種まで含

まれている｡その種類構成をみると､林令による相違がはっきりとみられ､幼令林にはタテス

ジハマキ､マツアトキハマキ(写真-4)などという種が一番多いが､林冠が閉鎖して木が大

きくなると､これら幼令林型のハマキガは少なくなって､かわりにコスジオビハマキ､トドマ

ツアミメハマキ､トウヒオオハマキなどの壮令林型のハマキガが多くなってくる(図-3

大発生したのはこの壮令林型のハマキガである｡なかでもコスジオビハマキがその主役で､時

間がたつにつれ他のハマキガが減ってしまっても､コスジオピハマキだけはどんどん数を増し

て､単独の大発生へと変ってきた｡

トドマツにハマキガが大発生したのは､今度がはじめてのことであるが､大発生は実は以前



^^M|l^^振喜好
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図-4　世界におけるハマキガの大発生地帯

ほぼ同緯度の地域に並んでいる｡

1 :モミシントメハマキ-ヨーロッパモミに発生

コスジオビハマキ-トドマツに発生

トウヒシントメハマキ-バルサムモミに発生

から予想されていたo　というのは､カナダやヨーロッパでは､モミ類が菅からハマキガによっ

て大被害をこうむってきたO北海道でもトドマツ造林地がふえるにつれ､いずれはハマキガの

害が出てくるだろうということだったo

カナダではトウヒシントメハマキという種が､バルサムモミに30-40年おきに大発生して､

大面積のバルサムモミを枯死させてきた｡最近の大発生では､北海道の面積の2倍以上の森林

が加害され､飛行機による大規模な､ DDT散布が行なわれた｡ヨーロッパではモミシントメ

ハマキがやはり周期的に大発生し､大量の枯死木を出しでいる(図-4)

これら2種のハマキガと北海道のコスジオビハマキは互いに近縁な種であって､生態もよく

似ている｡カナダでもヨーロッパでも､ハマキガはモミの最悪の害虫であって､その防除には

手をやいている｡北海道でもコスジオビハマキは今後トドマツ害虫の中で王座を占めてゆくだ

') 1し､

図-5　コスリオビハマキの-生

卵からかえった幼虫は6回脱皮して嫡となる｡

食害は5月上旬から6月下旬までつづき､とくに

6令幼虫による食害が大きい｡



コスジオビハマキの生活史

l繋ト5に示すように,コスジオビハマキは

牛1批代であり､幼虫は6令を経て蛸となるo

I戊虫l写真-5)は7月上旬から現われ'x

T宅後､トドマツの集のお面に10jに鰍犬に躍

卯する(図-6　　　卵塊の卯数は平均7個

;>･う. ltUKii-T野ilLL '-xtiili.'i態をた-､こ

ることなく､太枝や幹の方へ移軌する｡そこ

で樹枝の別口などに入って､小さな越冬憎の

繭を作り､その中で脱伎して2令幼虫になっ

てから休艦に入る(図-7)｡このように､

ま-'たく餌をとらか､ですぐ休眠に入るのが､

写爽-5　コスジ寸ピハマキのIJ父虫

両題を閑張した鳳合の良さは2cmj〕11綬Cハマキ

ガとしてはItrf油の大きさである〔′

このハマキガの大きit字徴である,J

翌*の5H h旬,芽がわずかにふくらみかけたとき,越冬巣から出て芽の吋に如､入る(ち

fl-6) Oそして幼虫は粍斐してくる師集だけを食べて%良し､どんなに飢えてもか一葉は決

して食べようとしか､｡ 6令幼虫(図一8)になると-これはコスi/寸ビハマキだけにみられ

る習件であるが-折柄の茎もかじるようにfFるOかじられたところから光は折れまがって枯

れ､赤くなる(写典"7　　枚fk'林分が遠くからでも赤くみえるのは､これが別封であるo　コ

S-6　コスジ寸ビハマキの卵塊

卵はうすく.魚のウロコ状にうみつけられる｡

色は淡黄色C　小さいので発妃しにくいD

卜1-　7　-'蝣�"蝣: -t l: ､vVv"1也やv.1-n*Iォ.蝣'蝣]
Vt一卜tj　　2 ;蝣TIJj.jlA.,トー込∴ I- L7:

卵からかえ-,た幼虫はHから糸を吐いてぶちさ

がり､胤によってとばされやすいOその後.太枝　　芽の中期n:幼虫の鷹がみえる｢,槻輩がはじま

や幹の那】に入って越冬紫を作る｡　　　　　ると､幼虫は'lib主Illをたべる{J



'蝣1 s　一蝣　蝣蝣�"　I i:L､~､■ト`16　u-V-U

伸上と2cm､弧よ月真,作はきrt潮と色で&.''.蝣,がよくH */.O｡

スシ■オビハマキの幼虫による被害は､リ≦さいに食べる糞のI止に､何本かの茎をかじって光を枯

らす‡tr:がっけanわるから.他のハマキガに比べると非'&蝣(こ大きなものとなるO蛸化は折りまげ

られてぐLvでし,:Jに3-,た小でir｣い(二ri-'i-｣-　､ 2過ll日でIj｣虫となるO

川　リ　　蝣-'.  I .蝣｢.リ､蝣-V'i

'-'蝣Il%-7　　乍幼虫【こよ･,て祈りまげられた折柄

出頭一望　as即EIB帽SB担円いmmmmswasi

楕

加害部は枯れて赤くなるO　この中で蛸となる｡



'#兵-9　旭川維持軍K¥HT3椎班の椎川

-!H軌二あり昭和4年植栽,樹;;i20m.面手840ha｡

ハマキガが大発生するまでは道内の代)言｢l'･]なトド

マツ道林地としてft]られていた.

発生の経過と被害

ハマキガの大発生がはじめて発妃されたの

は､昭和40年6円､道イt林の旭川経常区73株

蛙である(写真-9)　この林分については､

このあと何mもふれるo lE式に.巧くとややこ

しくなるので,所在地の名前をとって　い11麻

の林分亡　と呼ぶことにしよう｡その授各地の

妹分で､図-10に'Kしたように､糞の食われ

工合､枝の伸び工合を調べた鰭架､昭和40年に

はJ.川盆地を中心として､道北､道東一帯に

かけて広くハマキガやシャクガ頬が発生して

いたことがわかったo Lかし､図111の斜線

地域以外､たとえば北見株汚署や雄武林花器

管内では､ 3年ぐらいのうちに発Jjiは(]無に

おさまってしまったが,斜線の地域では､ 6

V-　　　てそ.i亡'Kはl'l>＼;:i.vさま.′二十* )�"蝣

はみられず,コスジオピハマキだけがどんど

んふえて大きな害をjj･えている林分が増加し

てきているし,被害林分ははじめの境は壮令林

図-10　コスジオビハマキによる被害枝

トドマツの糞は8年前後,枝についているが､

途中でをくなると再生はしか-という性質官､およ

びハマキガは析賓だけしか食べ三日､という性質か

ら､過去のハマキガの発生を被害枝から読むこと

ができる｡このMでは, 4年前の枝はほとんど被

吾がをいが, 3年前からハマキガの数がふえ､前

年枝は新薬が全部食べられ､当年枝は新帝が伸び

ないうちに食べられてしまっているし　各年におけ

る枝の伸びもハマキガの数に対応して減っているO

写英一10　2年胤敗賓をうけた枝

図-10にしたがい､�"'i年'p.枝がほとんど伸びて

いをいことにfi三,sしてはしいD



国rll　コスi/オビハマキの大J削三匹険地域

この地域内で大発生がはじまると長期間つづく

傾向があり､放っておくと枯死する他険があるo

トドマソ祉令造附也における倣賓mm日日

旭川付近の札11札所有卦よこの翌年に防除を

!mmxis&&旧mm詣BIS

だけだったが､放近では10年牛前後の幼令林にも及んできているC　私たちは発q=_当印､この大

発生は10年はつづくだろうという予想をたてたO　もちろんカナダとヨーロソパのハマキガの発

生の型を根甜した1･.でのことであるo　どうやらこの見込みは当たりそう｣気配が濃Hである｡

次にこのようにハマキガの発生が艮引き､個体数が多くなると､トドマツ追考他にどのよう

な被害が1三してくるかについてみようD　前に

もふれたように､ハマキガは桁葉しか食べな

いから､どんfH二幼虫が批hついても､ 1年

こトト-一蝣　蝣*-*Ltfii.ミニ*-*二y;t';い｡経.f･:

は年々じわじわと進むということが大きな特

徴である｡この進む速度はもちろん林分によ

写H-12　梢端が枯死したトドマツ造林地(i斤t一
律Jll)

年

図-12　コスジオピハマキの故のふえ方とその食

.1∴1."IS i f納戸Jl

lの場合は3～4年のうちに急激に故がふえて

ほとんどの新築が食べられるほどの被害となるo

llの場合は樹冠先端凱土食害をうけか-O長さ50

cnの枝l本当たF) (樹冠の中ほどの太枝の先の部

分)の個体数が15PCをこえると,木の先端部が加

害されるようになる｡



3年目

って異なり､図-11の発生危険地域内でも､

ほとんどふえないものから､急激に進むもの

まである｡ただ気をつけかすればならないこ

とは､図一12のように､急激に個体数がふえ

てゆく林分の中に､途中からふえ方が頭打ち

となって横這いとなる林分のあることである｡

こういう株分では､食害はかなりひどくても

樹冠上部が食べられることがないため,被害

は思ったより少ないのが普通である｡この頭

打ちになる原因はわかっていないが､風がか

なり影響しているのではないかと思っているo

個体数が急激にふえてゆく林分では､幼虫

が一一一一定の数を越すと(E4-12参照)､餌とそる

菓量が不足するため､木の先端部へ移動して

きて､丸坊主にするようになる｡こうなると

伸びはほとんど止まってしまう｡昭和45年に

図-13　激書林分における枯損の進行状況

途中でキクイムシなどの2次性害虫が加わると､
枯損は急速に進む｡

当麻の林分で激害木を1本切りたおしてみたところ,この5年間の上長生長は20cm､胸高にお

ける5年間の年輪幅は5mmであった｡

このように数がうなぎのぼりにふえてゆく林分を放置しておけばどうなるだろうか｡外国の

義-l　ハマキガに対して行なわれた薬剤防除

$ 場 所 面 積 h a 殺 虫 剤

4 1 旭 川 林 務 著 1 0 キ ル モ ス

4 2 旭 川 林 務 署 7 2 ヘ プ ク ロ ン 粉 剤

4 3

旭 川 林 汚 暑

名 寄 林 務 書

美 深 林 務 署

4 0

3 6

蝣1 1

ス ミチ オ ン 乳 剤

( ; 警 謡 う 芸 孟 芸 剤 )

阿 寒 営 林 署 1 2 9 デ ブ テ レ ッ ク ス 粉 剤

4 4

芦 別 営 林 署 1 .* -1 ヘ プ ク ロ ン 粉 剤

富 良 野 市 3 D D T 乳 剤

上 富 良 野 町 9 0 ス ミ チ オ ン 乳 剤 ､ D D T 乳 剤

栗 沢 町 5 ス ミチ オ ン 粉 剤 ､ D D T 粉 剤

紋 別 町 9 ス ミチ オ ン 乳 剤

蝣I :蝣> 栗 沢 町 5
デ ブ テ レ ッ ク ス 粉 剤 ､ ス ミ 子 オ

ン粉 剤



wを参考としてその情況を描いたのが1*1-13である(,ます､イこの'L摘ri-|j'蝣も冷めてほとんどの新発

が企べらitるようなた'-Kが3年つづくと､樹延'k鵬lHlの枯死するイくがでてくる｡5LfHになる

と柏)/ヒイくが呪われ､8'<y.日には林'Jiの人lS'j>の本が納れてしま),:,4i/l三のところ､この枯死へ

の遊子ノーを過小でとめる方法はlつしかないD殺虫剤の散布であるこ.

しかし享受ii¥Mの放Hnよ.維梢的なifriや公'MのlbLそれからあとで述べるよ-)｣糾窯虫の出現

などから､できるだけ逝く十なければ母らない｡あくまで枯死のWillという･t均からm除を行な

うことがのぞまい､.〕lLズトVZtnnのような嫡蝣rr^の林分は､さしあたつては枯死の他険がをい

から散布する必軌まか､｡したがって散布の基準は樹冠先端部の食害におくことに在り､株分

の小に't淵rTl;chj⊥-,わたイくが"J｣か11
111てきたら､その裡咋青臭m剤散布にふみきるのがよいと思

われる.

;罰FV

写it-13ヘリコフJクーによる殺虫剤の散flJA(旭

Ill休k'h署73林蛇)

oBL試辺mm胃蝣H｣3t｣lISEilB9Sほほgffi描き崇鮎

で､散和にはヘリコプターを使わなければならな

いn

写A-14　救審木の州il状態(北見)

防　　除

Aこ1亡`Ll.iJ. .".r.と　　　∴卜I　､さ'二軍_:刊1''.蝣'蝣∴'M-i|;'. k I ;:>･:十一:.　二/m-;;.こt-)ま､

TJk功したものや､逆に失敗した蝣t.の*m'?まれ.その劾けさはいろいろな条什に左右されているO

まず紐虫剤の柁粍であるが､ 一il;際の撤<l:紙'jtや紫軌拭験の結果からみて､今のところスミチ

寸ン孔刷が一一席よいようであるO　スミチオン孔剤は4O偶滴をヘクタール丁蝣V-り80eの割合で散

ruirいるが､呪作､株=紫.汎験城北if*j白i-糊では徴_EEt散布のiFt験も進めている｡カナダや∃-

r1-ノハではDDTがもっぱら(･上われており､またブスジオビハマキに対する.拭.L験でもスミチオ

ンに次いで効rJ壬が大きか一一)た｡しかしDDTは大作に藤松されるということで､ rLRHが制限さ

れているので､これからはIIJf作するわけにはゆかない0

枚和は5日ド11)から6J kinのrii】､コスゾすビハマキの幼虫が4令のときめがけて行なうO



45W-

Fxl-14旭川鉢花署73林政におt†る防除の礁過

4令から5令にかけては､幼虫が比較的殺虫剤にふれやすいからである｡しかし,幼虫の発育

はその年の気候によって異なり,晴れた噴かいHがつづく年と,寒いrlがつづく年とでは､発

育に2週間もの差がでるので､5r川1-F旬の*(.候をみて微布目を調節するよう&柔軟さが必

要であるO散布の時州がむくれて､6令幼虫になると.作が大きくなることと､写鼻-8にあ

るような祐',K糞の中にいるため､英にふれにくくf･Jることから､ずっと効果はおちるD昭和45

年､乗iJt町における防除では､6令幼虫に散布することにな一'てしまりたが､散-ffll.棒にはすで

に新案が食べつくされており､防除効架もあ

がらなかったO

写n-i5　ハマキガIとカイガラムシの被害をうけ

た枝

11挿枝はコスジオビハマキの食害にあ-,てはと

んど伸びておらず､前年枝にはカイガラムシがび　写It-16　カイガラムシ

っしりとついているO　　　　　　　　　　　カタカイガラの1種で､色は黄槻色､利夫で大
きいのは小豆ほどもあるC



もう-.-つ注意しかナればならないことは､

散布あとの大幅である｡ 4-5令の丁度よい

時期に散布できたにしろ､散布のすぐあと雨

がふると効果は半減するO昭和42年に当麻の

林分にヘプクロンをまいたとき, 4時間あと

に夕､1.がきて薬を洗い流してしまったので､

効果はほとんどなかった∩　その翌年､旭川､

名寄､美深林持常でスミナオン乳剤を散布し

たときには､晴天が1OLけ1,J:もつづいて､ほ

;.i -l i-MpTt.こさ'.:

m-14をみていただきたいO　当麻の林分に

おける殺虫剤の散布とコスゾオビハマキの敦

の変化を､ 5年間追った結果であるo　はじめ

の2回の散布はさっぱりききめがなかったが､

スミチオン乳剤で幼虫の敗は激減したO　関越

図-15カイガラムシの天敵3種

J,tはイポタロウヒゲナガゾウ､2確の蜂はトビ
コパテの仲間｡3確とも寄判4.で番'U率が高いO

2のはこのあとである｡ 44年にややふえた偶作数が45年には--FftにふえてしまったD完/tにも

との数にもど-)たわけではないが.この林分は毎年の激害によって襲弱していて､新薬の塩が

少なかったため､ 45年には全部の新妻が食われてしまったO 46年にはまた殺虫剤をまかかすれ

や･･

写真-17　コスジオビハマキの寄′t蜂の1種とそ

<nm

非常に有力な天敵で､昭和45年にはカナダのト

ウヒシントメハマキのT:方除試顔のために北海道か

L l/>繭う�"-V'ii.':㌔

ばならない破Rになってしまった｡

この当麻の林分では､ハマキガの個体数の

回復と平行-して､カイガラムシの大発生とい

う思わぬ事態がかこった(写其15､ 16),カ

イガラムシは7プラムシの親戚で,木の汁を

I
gfjm翌　包EM引踊らB3誠WMmxmMi詞

天然林に多い種類で,寄'ii率は60%をこえるこ

とがあるO



吸っているO体の表面はロウ物質で覆われているので､ 7プラムシと違って殺虫剤に対しては

強い｡普通のトドマツ造林地では､このカイガラは数の少か､種頬であるが､ 3年間つづけて

殺虫剤を散布したことによって､天敵だけが死んでしまい､この結果カイガラムシの増殖を押

えるものがいなくなって､爆発的を発生となったものだろう｡

この原稿をかいている時点では､残念｣がら､カイガラムシ大発生の結末を推定することは

できか､oただ､ 8月に僻化した幼虫の死亡率が非常に高く(死んだ原因は不明) ､生き残っ

ているのはわずからしい｡翌年ハマキガに殺虫剤を散布した場合､どのような影響が現われる

かが一番の焦点である｡

以上述べてきたように､コスジオビハマキの大発生は長期間つづき､放っておくと林分全体

が枯死してしまう｡殺虫剤を散布してもうまく効かない場合もあり､また効いたとしてもすぐ

に再たび数がふえる場合もある.｡とにかく､しつこい厄介な害虫であるO

ハマキガの被害がもっとも大きをカナダでは､ヨーロッパや北海道から天敵を入れて生物的

防除(写真17､ 18) ,その他いろいろな防除法を試みているが､まだ成功したものはか＼よう

t&mm

ハマキガの大発生をうながす第1の原因は､大面積の杜､老令単純株の存在することといわ

れているO　カナダでは自然の状態でバルサムモミの広大を一斉林ができやすいため､菅からハ

マキガの大発生がくり返されている｡北海道ではしかし､トドマツの純株はごく限られた特殊

な地域にしか成りたたないoハマキガの生育に好適｣内陸部の平地から低山帯にかけては､針

広混交林が梅盛相であって､この自然の平衡が保たれた中で､ハマキガは低い密度に押えられ

ていたにちがいないD現在の大発生地帯にあるこのようを天然林では､各種のハマキガは低密

度で生活し､したがって人工林にみられるようを幼令林型､-1士令妹型の区別も明らかではない｡

このように考えてくると､現在の大発生は昭和の初期に植えられたトドマツ造林地が成株し

て､はじめてこれを可能にした､つまり北海道の場合は､ハマキガの発生はまったく人間の手

で作りだされたものといえようo　してみると､拡大造林以来､ぞくぞくと生まれつつあるトド

マツの大面積一斉株は､もっと大規模な2回E]の発生を確約していることになる｡このような

造林地がある限り､ハマキガとは未をがくつきあうことになりそうであるo

あ　と　が　き

トドマツのハマキガについては､これまでにたびたび解説を書いてきたが､ここでは写真や

絵を沢山使って説明するようにこころがけたoハマキガについてもっと詳しく知りたい方は｢

トドマツ造林地におけるハマキガの被害｣ (北方林業､昭和43年3月号) ､ ｢トドマツ造林地

におけるハマキガの大発生とその防除｣ (森林防疫216号､昭和45年3日)を参照されたいO

(昆虫野兎嵐科)


